
 

 

 

 

 

 

 

  

子ども未来会議がありました 
1 月２７日(金)に第一中学校で子ども未来会議が行わ

れました。この会議では、昨年の６月にいじめの防止等

を目的として開催された「いじめ防止フォーラム」を踏

まえて一中、茂呂小、南小の各学校が取り組んだことを

持ち寄り、実践を発表したり、話し合ったりしました。

この会議には、南小からは５年、６年から４名ずつの児

童が参加しました。今回の学校通信では、行われた子ど

も未来会議の様子をお伝えしたいと思います。 

子ども未来会議では、南小がいじめ防止に向け、取り

組んできたことを参加した児童が発表しました。そこ

で、発表された取組のいくつか紹介します。 

まず、いじめ防止に向けた取組として、毎月のなかよ

しアンケート、学期に１回行う学校生活アンケートを行

い、子どもたちが学校で困っていることの把握に努めて

います。特に学校生活アンケートは、しっかり記述でき

るように家で書いてもらうようにしています。 

次に１２月の人権週間では、全児童が人権標語をつくったり、

人権集会で人権のことについて学んだりしました。今年の人権集

会はＳＮＳに関わるいじめについて考え、正しいＳＮＳの使い方

について学びました。コロナ禍と言うことで、各教室で実施しま

した。この人権週間の他に、６月と１月をいじめ防止強化月間と

して、いじめ防止に向けた取組をしました。６月では４年生以上

の学級でいじめ防止スローガンを作成して持ち寄り、代表委員会

で話し合い、南小のいじめ防止スローガンを作成しました。今年

のスローガンは、「みんなで仲良くするために 毎日みんなに 

笑顔でおはよう！」です。１月は、自分の学級のよいところと３

学期にがんばることを話しあい、それを「クラスのいいところ自

慢」、「３学期の目標」としてまとめ、児童玄関に掲示しました。この取組は、自分のク

ラスのよいところを改めて見直すきっかけとなりました。 
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先の取組の他に友だちの心を温かくするような言葉

（ぽかぽか言葉）を考えて紙に書き、それを学年ごとに

貼り合わせ、ろうかに掲示しました。この活動を「南小

ぽかぽか言葉コレクション」と名付けたのですが、なか

なかよいネーミングだと思います。 

最後に代表委員会の取組としてあいさつ運動があり

ます。代表委員が児童のみんなに進んであいさつをす

ることで、学校全体で進んであいさつをしようという

雰囲気づくりに努めています。このようにして南小が

明るい学校になるように児童自らが活動しています。 

これらの活動を含めた内容を南小の取組として、子

ども未来会議で報告しました。そして、各校の取組が報

告された後に、一中、茂呂小、南小の児童生徒が混ざっ

て班別の協議を行いました。協議の議題は「助けを求め

られる環境をつくるために」で、一中の生徒を中心に班

ごとに考えを出し合いまとめていきました。最初は緊

張しながら参加していた児童もいましたが、考えをま

とめるときには進んでマジックを持ってまとめる活動

をする児童もいて、とても頼もしかったです。それぞ

れの班からは、いじめが起きたときにできる活動や気

軽に相談できる環境、自分から相手のためにできる活

動等に関わる具体的な意見が発表されました。どの班

も限られた時間の中で考えをまとめ、しっかり発表す

る事ができました。 

南小では、子どもたちにとって学校が楽しいところ

であって欲しいと思っています。そのためには子ども

たちが安心して学校生活を送れることが何よりも大

切だと思います。この安心して学校生活を送ることを

大きく阻害するものにいじめがあります。いじめがな

く、どの子どもにとっても安心して学校生活が送れる

ように、常々、子どもたちに「自分がされて嫌なこと

を人にはしない、自分がされてうれしいことをしよ

う」ということを話しています。このことは子どもだ

けでなく、どの人にとっても自分が人と関わって生き

る上での、心がけたいことではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 


